
≪生活協同組合コープみらい 概要≫

【住 所】埼玉県さいたま市南区根岸1-5-5 【総事業高】3,898億円（2017年度）
【理 事 長】新井 ちとせ（あらい ちとせ） 【事業エリア】千葉県、埼玉県、東京都

【組合員数】346万人（2018年12月20日現在） 【ホームページ】http://mirai.coopnet.or.jp/

2018年1月 10日
生活協同組合コープみらい

コープみらい（本部：埼玉県さいたま市、理事長：新井 ちとせ、事業エリア：千葉県・埼玉県・東京都）は、

2019年 1月 22日（火）に、コープ上北台店（東大和市）にて、東京都主催の『レジ袋削減店頭キャンペーン』
を実施します。

東京都では、以前より「使い捨てを前提とした資源利用のあり方」の見直しを推進しており、都民に「レジ袋

はもらわない」「マイバッグの積極的利用」を呼びかけています。こうした中、コープみらいの店舗では、1991
年からレジ袋の有料化を実施し、レジ袋辞退率は83.1%と高い水準であること、レジ袋削減に向けた意見交換会
にコープみらいが参加していることから、コープ上北台店でキャンペーンを実施することになりました。

当日は、レジ袋やプラスチックごみに関するクイズやアンケートの実施など、レジ袋削減の認知活動を行いま

す。アンケートにご回答いただいた方には東京都から記念品が配布されます。

今後とも、コープみらいでは、店舗利用の組合員にマイバッグ利用を呼びかけるとともに、環境活動を通して

持続可能な社会づくりを目指します。

東京都のレジ袋削減店頭キャンペーン「レジ袋は、いりません。」

1月22日（火）、コープ上北台店（東大和市）で実施
場 所 ： コープ上北台店（東京都東大和市立野2-3-5）

日 時 ： 1月22日（火） 15:00～18:00

コープデリ連合会と会員生協は、2015年に国連で採択された17の目標と169のターゲットからなる「持続可能な開発目標（SDGs）」
の実現に、事業と活動を通して貢献します。

東京都のキャンペーンポスター

『SDGｓ』の目標13気候変動とその影響に立ち向かうた
め、緊急対策を取る


